
高志探究ⅡA No.7      課題研究計画書の作成 
 

活動目標  研究テーマに対する問いを立て、リサーチクエスチョンへと発展させる。先行研究・事例を探

し、現状を把握する。課題研究を行う意義を確認し、仮説を立てて適切な研究方法を考える。こ

れらを用いて課題研究計画書を作成し、研究計画発表会の準備を行う。 

参照資料 課題研究メソッド 2nd p50~64 

 

活動目標 これから行う課題研究の意義を考え、研究計画書を作成する。 

 

各自が持ち寄った問いを組みなおして、リサーチクエスチョンを設定し、研究計画書を作成する。 

リサーチクエスチョンとは、研究によってその答えを求めようとしている「問い」です。 

リサーチクエスチョンは研究の土台となるもので、狙いを定めて研究の方向性を決め、境界を定め、限界

を設ける役割を果たします。全体の枠組みとなるリサーチクエスチョンがなければ、目的から逸れ、時間と

リソースが浪費され、研究の堅牢性が低くなってしまいます。 

論文では通常、冒頭でリサーチクエスチョンに言及した後、締めくくりの考察または結論のセクションで

再び言及します。 

多分、現時点での研究テーマは、次のような状態だと思います。 

「「岩手県」における外国人労働者の受け入れについて」 

「インド東北部の農村地域における水質改善」 

これを 研究によってその答えを求めようとしている「問い」)へと発展させます。 

 

リサーチクエスチョンの例   

例）社会課題、人文社会科学分野に関する課題研究 

テーマ：「「岩手県」における外国人労働者の受け入れについて」 

→リサーチクエスチョン：「盛岡市において、外国人労働者の受け入れを行う際に必要な対策は何か。」 

例）自然科学・数学に関する課題研究 

テーマ「インド東北部の農村地域における水質改善」 

 →リサーチクエスチョン：「インド北東部の農村地域における、飲料水の汚染原因となる牛糞に対し、モリ

ンガの浄水装置を活用するにはどのような工夫が必要か。」 

 

・すでに（No5）を用いて話し合い、グループ研究テーマの方向が大まかに定まりました。 

『（No５）グループ研究テーマ』に関する問い ʷ 現時点での疑問や関心を疑問文で書き表してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（1）リサーチクエスチョンを導く  
参照資料  課題研究メソッド 2nd  p.55～56  

 

● 主に社会的な課題や人文・社会科学分野に関する課題研究 

研究テーマ 

 

 

 

研究テーマについて立てた問いʷ 現時点での疑問や関心を疑問文で表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発展させたあとの(すぐに答えが見つからない)問い 

 

 

 

問いの検証 

・ ど こ の 地 域 が 対 象

か？ 

 

 

・どのような人やもの

（書物など）が対象か？ 

 

 

・ い つ の 時 代 が 対 象

か？ 

 

 

・どのような状況を想

定しているか？ 

 

 

・どの学術分野に関連

するか？ 

 

 

リサーチクエスチョン 

 

 

 

  



● 主に自然科学・数学に関する課題研究 

研究テーマ 

 

 

 

研究テーマについて立てた問い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発展させたあとの(すぐに答えが見つからない)問い 

 

 

 

問いの検証 
・どのようなもの(物

質，薬品など)，場所，

人，生物，仮説・理論が

研究対象か？ 

 

 

 

・どのような条件を

想定しているか？ 

 

 

 

・どの学術分野に関

連するか？ 

 

 

 

・どのような施設や

設備，準備物が必要

か？ 

 

 

 

リサーチクエスチョン 

 

 

 

 

  



(２)先行研究・事例を探すためにキーワードを挙げる   

リサーチクエスチョンをもとに，キーワードを挙げる。課題研究メソッド 2nd p.58 
 

リサーチクエスチョン 

 

 

 

 

 

 

キーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



(３)先行研究・事例から，現状を把握する     課題研究メソッド 2nd p.61 
キーワードをグループ内で分担して、先行研究・事例を調べ，現状を把握する。 

表を①~④を用意しましたが、 多くの文献を入手し、メモしてください。 

手 段：各種書籍、ネット（グーグル スカラー(Google Scholar), サイニィ（CiNii Articies） 

国立国会図書館オンライン NDL ONLINE など…） 

リサーチクエスチョンのキーワード  課題研究メソッド 2nd  p.58 

 

 

 

 

先行研究・事例のタイトル① 

 

 

《ａ》リサーチクエスチョンや研究の目的は何か？ 

 

 

 

 

《ｂ》 どのような研究方法を用いているか？ 

 

 

 

 

《ｃ》 先行研究・事例から学んだことは何か？ 

 

 

 

 

《ｄ》 先行研究・事例への疑問点，不足事項は何か？ 

 

 

 

 

《ｅ》 そのほか感想など 

 

 

 

出典 

 

 

 

  



先行研究・事例のタイトル② 

 

 

 

《ａ》リサーチクエスチョンや研究の目的は何か？ 

 

 

 

 

 

 

《ｂ》 どのような研究方法を用いているか？ 

 

 

 

 

 

《ｃ》 先行研究・事例から学んだことは何か？ 

 

 

 

 

 

《ｄ》 先行研究・事例への疑問点，不足事項は何か？ 

 

 

 

 

 

 

《ｅ》 そのほか感想など 

 

 

 

 

出典 

 

 

 

 

  



先行研究・事例のタイトル③ 

 

 

 

《ａ》リサーチクエスチョンや研究の目的は何か？ 

 

 

 

 

 

 

《ｂ》 どのような研究方法を用いているか？ 

 

 

 

 

 

《ｃ》 先行研究・事例から学んだことは何か？ 

 

 

 

 

 

《ｄ》 先行研究・事例への疑問点，不足事項は何か？ 

 

 

 

 

 

 

《ｅ》 そのほか感想など 

 

 

 

 

出典 

 

 

 

 

  



先行研究・事例のタイトル④ 

 

 

 

《ａ》リサーチクエスチョンや研究の目的は何か？ 

 

 

 

 

 

 

《ｂ》 どのような研究方法を用いているか？ 

 

 

 

 

 

《ｃ》 先行研究・事例から学んだことは何か？ 

 

 

 

 

 

《ｄ》 先行研究・事例への疑問点，不足事項は何か？ 

 

 

 

 

 

 

《ｅ》 そのほか感想など 

 

 

 

 

出典 

 

 

 

 

  



(４)課題研究の意義を考える  課題研究メソッド 2nd p.64  
自分の課題研究の意義を考える。 

 

リサーチクエスチョン 

 

 

研究を行う学問分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この課題研究について，おもしろいと思った（興味を引かれた）点は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

課題研究を行う前の状況 

社会的な観点 

 

 

 

 

 

 

 

学術的な観点 

 

 

 

 

 

 

課題研究を行ったあとの状況 

社会的な観点 

 

 

 

 

 

 

 

学術的な観点 

 

 

 

 

 

 

 

課

題

研

究 



(５)仮説を立て，適切な研究手法を選ぶ 

リサーチクエスチョンを分解し，仮説を検証する調査・実験方法を考える  課題研究メソッド p.69 
リサーチクエスチョン 

 

 

 

 

問い番号 分解したリサーチクエスチョン 考えられる調査・実験 

① 

  

 

 

 

② 

  

 

 

 

③ 

  

 

 

 

④ 

  

 

 

 

⑤ 

  

 

 

 

⑥ 

  

 

 

 

⑦ 

  

 

 

 

⑧ 

  

 

 

 

 



(6)仮説を立て，調査・実験方法を考える   課題研究メソッド 2nd p.70  
 

リサーチクエスチョン 

 

 

 

 

 １ ２ ３ 

仮説 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

根拠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分解したリ

サーチクエ

スチョンや

仮説を検証

する方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

仮説をふまえて再設定したリサーチクエスチョン 

 

 

 

  



高志探究ⅡA No.８    課題研究計画書   (5/21 火 完成) 
参照資料 課題研究メソッド 2nd p98~100 （p43~100） 

 

活動目標 研究計画書を作成する。今後の研究の進め方について計画を立てる。 

（※本資料を使って、研究計画発表会を行う。他者へ説明するのにふさわしい研究計画書を丁寧に作成する。） 

ロッカーNo    班：分野    ʷ           年   月   日（  ） 

① タイトル（研究テーマが具体的にわかるようなタイトルをつける） 

 

 

 

② キーワード（課題研究の内容を表すキーワードを 3 つ程度） 

 

 

③要旨 

 

 

 

 

 

④ 研究背景（初見者が研究テーマを理解できるように、必要な情報やデータ（客観的な内容）について、

説明。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 研究目的・意義（リサーチクエスチョン、課題研究を行う意義を述べ、立てた仮説を書く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑥ 研究方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦まとめ 

 

 

 

 

⑧引用文献・参考文献 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 研究に必要な物品等（在庫がある場合には単価・個数の記入は不要） 

No 物品名（メーカー） 在庫の有無 税込単価 個数 用途 

1  （      ） 有 ／ 無 円 個  

2  （      ） 有 ／ 無 円 個  

3  （      ） 有 ／ 無 円 個  

4  （      ） 有 ／ 無 円 個  

5  （      ） 有 ／ 無 円 個  

６  （      ） 有 ／ 無 円 個  

７  （      ） 有 ／ 無 円 個  

８  （      ） 有 ／ 無 円 個  

 


